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J.ガントナーの講演「ゼ、ムパーとル・コルビュジエJ(1927) 
市川秀和* 森山学**
Joseph Gantner冶Lecture“Semper und Le Corbusier" (1927) 
-Translation and Annotation -
Hidekazu ICHlKAWA and Manabu MORIYAMA 
(Received Feb. 29， 2000) 
Joseph Gantner (1896-1988) is the best pupil of Heinrich Wolfflin， who was a 
famous historian of Westem Arts. This Gantner's lecture "Semper und Le 
Corbusier (1927)" was an inaugural address of Zurlich university. Generally， 
Gantner's works is known studies on Michelangelo， Leonardo and Rembrandt in 
renaissance. However， his modem architecture thought is vぽyimportant work. 
So f:紅白isGantner's lecture is vorgotten unfortunately. 
This reports are Japanese translattion and annotation of出isGantner's lecture. 



































P.Betthausen : Joseph Gantner， in: Metzler Kunsthistoriker Lexikon， Stuttgart， s10仏112，1999
なお因みにガントナーの邦訳書をあげると、以下の多数にのぼる。
『人間像の運命 ローマネスクの様式化から現代の抽象にいたるー .!I (中村二柄訳)至成堂書庖 1965
『ロダンとミケランジエロ~ (海津忠雄訳)昭森社 1966







・翻訳の原文は、 J.Gantner: Sernper und Le Corbusier， in: Revision der Kunstgeschichte， 






Gottfried Semper (1803-1879) Le Corbusier (1887・1965)
2.翻訳・本文














さなし 1かも知れません。例えば閉じよ うな観点から北 ドイツを眺めると 、おそらくシンケノレ 2)
とグローピウス 3)が思い浮かぶでしょう。ともかくゼムパーは、ここチュー リヒにおいて建築
家兼教育者として活躍し、この工科大学では最初の指導層の一人であり、そして名誉博士号を







































































































































































































































































四つの自然の原素材、つまり糸 (Faden)、粘土 (Ton)、木材 (Holz)、石材 (Stein) のことで



























れはつまり最早単なる芸術家 (Architekt) ではなく、むしろ技術者 (Ingenieur)としての建築
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図1.)パウツェンの歩兵部隊兵舎
Kaseme in Bautzen 1839-43 
図 5.) チューリヒ工科大学校舎
Hauptgebaud巴desPolytechnikums in Zurich 1858-64 
図 3.) ドレスデンのシナゴーグ
Synagoge in Dresd巴n1838-40 
図 2.) ドレスデン美術館(左の中央)
Gemaldegalerie inDresden 1839-51 
図 4.)ハンブノレク ・ニコライ教会の計画案
Nikolaikirche in Hamburg 1842-45 
図 6.)天文台
Stemwarte in Zurich 1862-64 
図8.) ヴ‘インターツールの市庁舎
Stadthaus in Winterthur 1864-70 
図9.) チューリヒ中央駅舎の計画案
Bahnhof Zurich 1857-61 
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図7.)フィールツ邸




--- .園E 〆.- -.1 
図 10Jカスタセグナのある邸宅
Vil1a Garbald in Castasegna 1863 
図¥3Jウィ ーンの市民劇場
図 11.)ア ッフォルテルンの教会塔
Kirchtunn in Affoltern 1861 
図 12.)ウィーンの宮廷博物館
Museum in Wien 1869・76
surg Theater in Wien 1872-76 
訳註
I)この講演原稿が再録された 1932年出版の著書『美術史の検証ー現代精神による美術史入門ー』のことを指す。






















5) ブノレクノリレト JacobBurckhardt 1818-1897 
スイスの美術史家・文化史家・歴史哲学者。パーゼルやベルリンの大学で学び、 1844年にバーゼル大学私講
師に就任以後、この地を終生離れなかった。弟子にヴ、エルフリン等を持ち、バーゼル学派の祖となる。主著は
『イタリア・ノレネサンスの文化H1860) 、『ギリシャ文化史~ (I 905) 、『世界史的考察~(]905) など。ガントナーの
言及は、ブ、ルクハルトのベシミスティックな歴史哲学に基づいてのことと思われる。







なお最初の作品集とは、 AusgefuhrteBauten und Entwurfe von Frank Loyd W right， Berlin 1910のこと。






9) クレンツェ Leovon Klenze 1784・1864
南ドイツの新古典主義を代表する建築家。フランスのデュランやベルシエに学び
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15)ゲルトナー Friedrichvon Gartner 1792・1847
南ドイツの新古典主義を代表する建築家。建築家系に生まれ、 1808年から 1812年までミュンへン・アカデミ
ーで学び、その後ヴ、アインプレンナーの下で短期間修業してから、さらにパリのベルシエやフォンテーヌに学
んだ。 1815年にイタリアへ、 1818年にはオランダ・イギリスへ旅し、 1820年からはミュンへン・アカデミー
教授に、 1840年には学長までなり、クレンツェとともに王都ミュンへンで活躍した。 1835年にはアテネを訪
ねた。代表的な作品に、ルードヴイツヒ教会0829・40)や州立図書館(1831-40)、大学校舎(1835-40)などがある。










18) クーグラ-Franz Kugler 1808・1858
ドイツの美術史家・建築史家。ベルりンやノ、ィデルベルクで学び、 1843年以降はプロイセン国家の美術文化
局長として活躍した。弟子プルクハルトは「高貴な人格で、その視野は美術史を温かに超えて拡がっているJ







ゼムパーの三男でインスブルック大学教授・美術史家。主著には、父の伝記 H.Semper: Gottfried Semper. 
Ein Bild seines Lebens und Wirkens.Mit Benutzung der Familienpapiere.Berlin 1880がある。
22) ヴェネツィアのパラッツオ・ドゥカーレ Dogenpalastin Venedig 1309・1424
サンマルコ広場南側にある総督館のこと。壁面で覆われた三層部分に対し、一・二層のアーケードは全面的に
開放感を表出し、全体的には明るい優美なファサード構成で、ヴ‘ェネツィアを象徴する作品である。
23) ヴェネツィアにあるサンソヴィーノ設計の図書館 Bibliothekdes Sansovino in Venedig 1573~1591 
サンマルコ広場の総督館に対面して建つ図書館のこと。サンソビーノ(I486-1570)の設計で、その特異なオー
ダーによる厳格で、華やかな彫刻性に満ちた二層構成から、最も壮麗なルネサンス建築のーっとして知られるη
24) G.Semper: Uber den Bau evangelischer Kirchen.Leipzig 1845.ゼムパーの死後、息子のマンフレートとハンス
による編集の『ゼムパー・小論集~( Klein Schriften. Hg.von Manfred u. Hans Semper， Berlin 1884 )に収められた。






29)ル・コルビュジエーソニエ『建築をめざして Versune l'Architecturd 1923 
ル・コルピ、ュジエと画家アメデ・オザンファンの共同筆名ノレ・コルピ、ュジエーソニエの署名で「レスプリ・ヌ















































レスプリ・ヌーヴォー叢書の一冊。「レスプリ・ヌーヴ‘ォーj誌に掲載された論文 10篇 (nO 17 (1922.6) -nO 28 
(25.1))に未発表論文6篇を加えたもの。ル・コルビ、ュジエの初期の都市計画 f300万人の現代都市J(I922) 
とそのパりへの応用「ヴォワザン計画J(1925)の理論的根幹をなす。




































46) Die vier Elemente der Baukun 
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及したものと思われる。また『建築をめざして』の中に、この墓の図版が載せられている[邦訳;p.13J。
56)ハーマン JohannGeorg Harnann 1730・1788




57) Le Corbusier， L'Urbanisme， Paris， 1925， p.1V邦訳 ;Wユノレパニスム~ (樋口清訳)鹿島出版会 1967，p.13J 
58)向上
59) G.Semper: Der Sti1， Bd.l， Prolegomena， s.x 
60) Le Corbusier-Saugnier， Vers une l'Archit怠cture，Paris， 1923; Le Corbusier， 2e ed.， 1924， p.VI; p.4 
[邦訳 ;W建築をめざして~ (吉阪隆正訳)鹿島出版会 1967，p.25J 引用された章「技師の美学、建築 Esthetique
de I'ingenieur， Architec刷reJの初出はL'Espritnouveau，日 1・12，nov. 1921 後半部分の表現 rL'architecture. 
nous donne la mesure d'un ordre qu'on sent en accord avec celui du monde，五旦S些 nousressentons 旦旦旦~ la beauteJ 
は部分的に改変されている。原文は fi1nous donne la mesure d'un ordre qu'on sent en accord avec celui du monde， 





62) Le Corbusier-Saugnier， Vers une l'Architecture， Paris， 1923; Le Corbusier， 2e ed.， 1924， p.vm， p.66， p.69， p.85 
[邦訳 ;W建築をめざして~ (吉阪隆正訳)鹿島出版会 1967，p.77， p.79， p.92J ;引用された各章「もの見ない目
I客船 Desyeux qui ne voient p拭 LespaquebotsJ及び「もの見ない目 E 飛行機 Desyeux qui ne voient p民
Les avionsJの初出は各々、 L'Espritnouveau， nO 8， mai 1921; nO 9， juin 1921 この文は本来、「レスプリ・ヌー







と「芸術j とを知何に関係づけるかが、特に大きな課題であったと思われる。それを背景に、 rBaumeister J 
r Archit怠ktJ r Ingenieur Jの立場についても論議が繰り返された。ガントナーの言うように、 rBaumeister Jを
当時の建築家は好んで使ったようである。 rArchitektJや rArchitektur Jには、硬直したアカデミックな意味が
濃厚であると受け取られ、新しい時代の開幕には相応しくないと考えられた。グローピウスが 1919年に新し
くし再編成した芸術学校の名称に、「パウハウス BauhausJとしたのも、こうした背景からであった。
64) A.Loos : Ins Leere gesprochen，Paris 
図版出典
Photo， M.Frohlich : Gottfried Semper， Zurich 1991 
Le Corbusier; une encyclopedie， direction;Jacques Lucan， Centre Georges Pompidou， Paris， 1987， p.13. 
図1.)AussteIIungs Katalog : Gottfried Semper 1803・1879，Munchen 1979 
図 2.・12.)M.Frohlich: Gott合iedSemper， Zilrich 1991 
図 13.)W.Hansch: Die Semperoper. Geschichte und Wiederaufbau der Dresdner Staatsoper， Berlin 1986 
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